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１ 

 

  第一みんなの家   東大和市奈良橋６－７２８－２ 

 TEL ０４２－５６４－１９００ 

 FAX ０４２－５６４－１９０５ 

daiichiminnanoie@taupe.plala.or.jp 

 

第二みんなの家   東大和市奈良橋１－２７６－２ 

 TEL ０４２－５６７－０２６７ 

 FAX ０４２－５６７－０２５８ 

dainiminnanoie@kjb.biglobe.ne.jp 

 

第三みんなの家   東大和市中央２－１１２２－５ 

 TEL ０４２－５６２－８７７６ 

 FAX ０４２－５６２－８７３３ 

daisanminnanoie@kdr.biglobe.ne.jp 

                           
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

                           
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

２０２０・１・１７ 編集 社会福祉法人みんなの会 東大和市奈良橋６－７２８－２ 

SSKW 245 号 

みんなの家 
 

✿ 書初め(第一みんなの家) ✿ 
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

新
施
設
建
設
の
取
組
み
七
年
目
と
な
る
年

が
明
け
ま
し
た
。 

東
大
和
市
駅
で
し
て
い
た
駅
頭
の
訴
え
を

聞
き
ま
し
た
と
募
金
を
届
け
て
頂
い
た
方
、

懸
命
に
頑
張
っ
て
い
る
み
ん
な
の
家
の
姿
に

感
銘
し
た
か
ら
と
多
額
の
募
金
を
頂
い
た
方

ご
夫
婦
で
毎
年
募
金
を
し
て
頂
い
て
い
る
方

ミ
ニ
募
金
箱
設
置
を
何
人
も
の
友
人
に
お
願

い
し
て
頂
い
た
方
な
ど
な
ど
の
激
励
と
支
援

の
輪
の
拡
が
り
に
深
く
、
深
く
感
謝
し
、
励

ま
さ
れ
て
い
ま
す
。 

当
た
り
前
の
設
備
と
空
間
を
有
し
、
生
き

甲
斐
を
大
き
く
育
て
る
施
設
を
造
り
た
い
、

も
っ
と
多
く
の
仲
間
を
迎
え
、
元
気
と
希
望

を
拡
げ
た
い
と
い
う
切
実
な
声
と
夢
の
実
現

は
、
年
を
追
う
毎
に
後
退
す
る
福
祉
施
策
が

壁
と
な
っ
て
立
ち
は
だ
か
っ
て
き
ま
す
が
、

力
を
あ
わ
せ
、
一
つ
、
一
つ
解
決
し
、
前
に

進
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

新
施
設
建
設
の
取
り
組
み
は
よ
り
元
気
で

強
い
み
ん
な
の
家
を
、
よ
り
多
く
の
方
々
と

造
り
上
げ
る
取
り
組
み
で
も
あ
り
、
ま
た
、

障
害
者
や
高
齢
者
が
安
心
し
て
住
み
続
け
ら

れ
子
ど
も
た
ち
が
元
気
に
育
ち
、
業
者
の
後

継
者
が
次
々
と
生
ま
れ
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く

り
の
取
り
組
み
で
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

み
ん
な
で
力
を
あ
わ
せ
て
頑
張
り
ま
す
。

本
年
も
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 

理
事
長 

森
田 

実 

第一みんなの家  

 

第二みんなの家  

第三みんなの家  

石井さんのコンサート♪ 

  最高でした！ 

 

 
ぼっちゃ大会で 

大盛り上がり！ 

 

 
ビンゴー！ 

 

 
サプライズで 

成人のお祝い☆ 

 ぼうずめくりで 

 運試し！？ 

 
ドキドキ 

真剣勝負！ 
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講談って落語とどう違うの？ 

１枚のチケットが大きな支援になります。多くの方のご来場をお待ちしています。 

新春寄席 話芸と三味線の世界 

講談 神田京子×俗曲 桧山うめ吉 
 

第 29回「社会福祉法人みんなの会」支援コンサート 

 

神田京子さんはこんな人 桧山うめ吉さんはこんな人 

落語は名もなき庶民が

登場しますが、講談では

歴史上の人物が登場し、

日本の歴史が身近に感

じられます。 

座布団に座って行われるのは一

緒だけど、講談師の前には「釈
しゃく

台
だい

」が置いてあります。 

この台を張り扇などで叩いて、

話にメリハリをつけます。 

 

 

 

 

 

オーストリアウィーンに招聘され

おこなったコンサートがウィーン

国営放送で紹介されるなど、海外

でも高い評価を受けています。 

三味線と踊りの名手！！ 

その魅力的な芸は秀逸 

です！！ 

2000 年に俗曲師「桧山う

め吉」として高座にあが

り、若手女流俗曲師とし 

てメディアが注目。 

明るく元気で、その語り口は

とてもパワフル！ 

古典を大切にしながら、JAZZ

やクラシック音楽とのコラボ

など新しい表現を 

追求しています。 

日時：2020年 2月 2日（日） 

開場：12：30 開演 13：30 

会場：ハミングホール大ホール 

二
〇
二
一
年
度 

報
酬
改
定
の
動
き
！ 

 

二
〇
一
八
年
度
の
報
酬
改
定
で
、
基
本
報

酬
（
公
的
な
基
本
給
付
）
に
格
差
が
持
ち
込

ま
れ
、
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
や
放
課
後
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
等
、
多
く
の
事
業
所
が
そ
の
影
響

を
う
け
ま
し
た
。 

さ
ら
に
厚
労
省
で
は
、
ま
た
し
て
も
報
酬

改
定
の
検
討
に
着
手
し
、
二
〇
二
〇
年
度
に

国
会
で
審
議
・
成
立
す
る
、
二
〇
二
一
年
度

予
算
に
反
映
さ
せ
る
計
画
を
進
め
て
い
ま

す
。
こ
の
報
酬
改
定
で
は
、
食
事
提
供
加
算
・

送
迎
加
算
の
廃
止
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
の

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
利
用
の
廃
止
、
生
活
介
護
の

見
直
し
・
抑
制
な
ど
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま

す
。
ど
の
サ
ー
ビ
ス
も
利
用
者
に
と
っ
て
な

く
て
は
な
ら
な
い
重
要
な
も
の
で
、
そ
の
加

算
等
が
廃
止
さ
れ
る
と
、
事
業
所
の
運
営
は

さ
ら
に
厳
し
く
な
り
、
ま
た
利
用
者
の
新
た

な
負
担
も
心
配
さ
れ
ま
す
。 

 

今
回
の
報
酬
改
定
を
く
い
止
め
る
た
め

に
、
き
ょ
う
さ
れ
ん
が
呼
び
か
け
た
「
緊
急

要
望
書
」
の
団
体
署
名
は
、
目
標
を
大
幅
に

上
回
り
、
全
国
の
三
、
六
五
四
か
所
の
団
体
・

法
人
・
事
業
所
か
ら
よ
せ
ら
れ
、
厚
労
省
に

提
出
さ
れ
ま
し
た
。 

消
費
税
も
上
が
る
中
、
こ
れ
以
上
福
祉
予

算
が
削
減
さ
れ
な
い
よ
う
力
を
あ
わ
せ
て
、

運
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

弱気を助け強気をくじく 

講談の精神！ 

人間の妙味を洗練された 

話芸で語ります。 
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昼食は海鮮丼 

江戸東京博物館 

東京スカイツリーで 

天気も良く富士山と紅葉と河口湖の景色が最高 

バイキングはデザートも充実 

ハーブ庭園 

温室も見学 

サファリパークで 

プリンスホテルにて昼食 

リフト付きバスで 

車椅子でも安心 

 
第
一
み
ん
な
の
家 

「
山
梨
河
口
湖
周
辺
」 

 

十
一
月
十
五
日
（
金
）
、
河
口
湖
ミ
ュ
ー
ズ
館
与

勇
輝
館
見
学
の
後
、
レ
ス
ト
ラ
ン
シ
ル
バ
ン
ズ
で

ラ
ン
チ
バ
イ
キ
ン
グ
、
午
後
は
ハ
ー
ブ
庭
園
旅
日

記
見
学
と
一
日
楽
し
み
ま
し
た
。
実
行
委
員
を
中

心
に
準
備
し
た
ゲ
ー
ム
で
、バ
ス
車
内
で
も
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。 

                

第
二
み
ん
な
の
家 

「
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
」 

十
一
月
一
日
（
金
）
に
出
か
け
ま
し
た
。
江
戸

東
京
博
物
館
を
見
学
し
た
あ
と
、
浅
草
ビ
ュ
ー
ホ

テ
ル
で
昼
食
を
食
べ
、
最
後
に
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ

ー
の
展
望
台
へ
上
り
ま
し
た
。 

                    

第
三
み
ん
な
の
家 

「
群
馬
・
軽
井
沢
方
面
」 

十
月
十
一
日
（
金
）
に
、
群
馬
サ
フ
ァ
リ
パ
ー

ク
の
見
学
の
あ
と
、
軽
井
沢
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で

昼
食
を
食
べ
、
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
の
お
店
で
お
買
い

物
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

こ
の
日
は
雨
の
予
報
で
し
た
が
、
サ
フ
ァ
リ
パ

ー
ク
で
は
お
天
気
に
恵
ま
れ
、
ラ
イ
オ
ン
や
ホ
ワ

イ
ト
タ
イ
ガ
ー
な
ど
の
姿
を
見
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。 

                

日
帰
り
研
修
旅
行 
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き
ょ
う
さ
れ
ん
第
四
十
二
回
全
国
大
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

㏌
あ
い
ち 

十
月
二
十
五
日
（
金
）
か
ら
二
十
六
日
（
土
）

の
二
日
間
に
か
け
て
、
名
古
屋
国
際
会
議
場
で
行

わ
れ
た
全
国
大
会
に
、
所
員
、
職
員
、
さ
さ
え
る

会
世
話
人
、
八
名
で
参
加
し
ま
し
た
。 

 

満
員
電
車
と
新
幹
線
に
乗
り
、
な
ん
と
か
無
事

に
会
場
へ
到
着
。
開
会
全
体
会
が
始
ま
る
と
、
七

千
人
入
る
会
場
が
あ
っ
と
い
う
間
に
全
国
か
ら
の

な
か
ま
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。 

 

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
の
大
会
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
「
高

く
飛
ば
そ
う
」
の
う
た
ご
え
を
と
お
し
て
会
場
が

一
つ
に
な
り
、
こ
れ
か
ら
始
ま
る
全
国
大
会
に
わ

く
わ
く
し
な
が
ら
、
そ
の
後
二
日
間
の
分
科
会
に

参
加
し
学
び
ま
し
た
。 

二
日
目
の
午
後
は
晴
天
の
中
、
名
古
屋
城
を
見

学
し
、
あ
い
ち
で
の
大
会
を
満
喫
し
ま
し
た
。 

          

＊
第
一
み
ん
な
の
家 

 
 

な
か
ま
の
事
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
貴
重
な
経

験
で
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 

（
﨑
山 

泰
祐
） 

き
ょ
う
さ
れ
ん
運
動
が
は
じ
ま
っ
た
愛
知
で
当

時
の
様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
、
よ
い
大
会
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
。 

 
 
 

（
斉
藤 

隆
） 

 

＊
第
二
み
ん
な
の
家 

 
 

は
じ
め
て
の
参
加
で
と
て
も
緊
張
し
ま
し
た
。

「
健
康
に
つ
い
て
」
の
分
科
会
に
参
加
し
て
、
北

海
道
か
ら
の
人
な
ど
二
人
と
友
達
に
な
っ
て
、
嬉

し
か
っ
た
で
す
。 

 
 
 
 
 

（
小
林 

聡
美
） 

広
い
会
場
な
の
に
、
座
席
も
通
路
も
人
で
あ
ふ

れ
て
い
た
の
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。
こ
れ
だ

け
大
勢
の
仲
間
が
全
国
に
い
る
の
だ
と
、
実
感
で

き
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

（
井
上 

稚
菜
） 

 ＊
第
三
み
ん
な
の
家 

 
 

五
十
五
年
前
に
名
古
屋
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。

す
っ
か
り
変
わ
っ
た
様
子
に
び
っ
く
り
。
会
場
で

の
多
く
の
人
た
ち
に
ま
た
び
っ
く
り
。
分
科
会
で

は
じ
め
て
聞
く
話
な
ど
、
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
橘 

才
子
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

ま
ず
は
無
事
に
全
国
大
会
に
参
加
で
き
た
こ
と

が
責
任
者
と
し
て
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。
分
科
会
で

は
、
若
い
職
員
さ
ん
が
次
世
代
を
受
け
継
ぐ
力
強

い
発
言
に
感
動
し
ま
し
た
。 

（
斉
藤 

奈
恵
） 

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル 

 

第
三
み
ん
な
の
家 

 
 

鳥
羽 

縁
さ
ん 

 
 

 

  

鳥
羽
さ
ん
は
、
一
九
七
一
年
三
月
二
十
二
日
生
ま

れ
の
牡
羊
座
。
血
液
型
は
Ａ
型
で
、
と
て
も
几
帳
面

な
性
格
で
す
。
い
つ
も
は
下
請
け
と
髪
飾
り
の
編
み

物
の
仕
事
を
丁
寧
に
コ
ツ
コ
ツ
行
っ
て
い
ま
す
。 

 
 
 

 

ま
た
、作
業
所
の
み
ん
な
か
ら
は
ゆ
か
り
ち
ゃ
ん
・

ゆ
か
り
さ
ん
の
愛
称
で
呼
ば
れ
て
お
り
、
と
て
も
笑

顔
が
可
愛
い
優
し
い
人
で
す
。 

 

生
ま
れ
は
東
大
和
。
現
在
は
お
母
様
と
二
人
暮
ら

し
を
し
て
い
ま
す
が
、
月
の
半
分
を
は
～
と
ふ
る
で

生
活
し
、
自
立
を
目
標
に
毎
日
頑
張
っ
て
過
ご
さ
れ

て
い
ま
す
。 

第
三
み
ん
な
の
家
に
通
所
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か

ら
約
三
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
作
業

の
流
れ
に
も
慣
れ
て
現
在
は
下
請
け
作
業
の
ベ
テ
ラ

ン
選
手
と
し
て
大
活
躍
。 

ゆ
か
り
さ
ん
の
マ
イ
ブ
ー
ム
は
ビ
リ
ー
ジ
ョ
エ
ル

の
Ｃ
Ｄ
を
聴
く
こ
と
で
、
趣
味
は
料
理
と
編
み
物
と

女
性
ら
し
い
一
面
を
持
っ
て
い
ま
す
。
最
近
は
、
友

人
と
巣
鴨
へ
外
出
し
、
た
く
さ
ん
歩
き
、
た
く
さ
ん

買
い
物
を
し
て
楽
し
い
日
を
過
ご
さ
れ
た
様
で
す
。 

 参加者の感想 
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                           これまでの出来事 

１１月 
 16日 第十六期第７回理事会 

22日  あさやけ鷹の台陶芸教室 

 19日 支援コンサート実行委員会 

 20日 所内交流会 

 22日 ささえる会世話人会 

 24日 こいこい祭り出店 

 26日 第二 第三者委員相談会 

 27日 第十六期第３回評議員会 

 30日 五地区まつり出店  

１２月 
  1日 ミニ家まつり 

9日 新施設建設委員会 

 10日 支援コンサート実行委員会 

 13日 新施設建設駅頭宣伝 

 15日 ささえる会親睦会 

 16～20日 市役所ロビー展販売 

 18日 第十六期第７回事務局会議 

 20日 ささえる会世話人会 

 27日 望年会・クリスマス会 

１月 
6日 新年会 

9日 支援コンサート実行委員会 

 11日  ささえる会新年会 

 15日  新施設建設駅頭宣伝 

 16日  新施設建設委員会 

 17日 ささえる会世話人会 

 21日  対市要望懇談会 

22日  支援コンサート実行委員会 

 

 

 

  これからの出来事 

１月 
 20日～24日 市役所ロビー展販売 

２月 
3日 第 29回支援コンサート 

 『新春寄席 話芸と三味線の世界』   

15日  ささえる会学習会 

 『どうなっちゃうの？介護保険』 

発
行
所 

〒
一
五
七-

〇
〇
七
三 

東
京
都
世
田
谷
区
砧
六
‐
二
六
‐
二
一 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
障
害
者
団
体
定
期
刊
行
物
協
会 

 

定
価
五
十
円 

き
ょ
う
さ
れ
ん
第
四
十
三
次
国
会
請
願
署
名 

 
今
年
も
き
ょ
う
さ
れ
ん
の
「
国
会
請
願
署
名
・
募

金
運
動
全
国
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。

み
ん
な
の
家
で
も
毎
年
目
標
を
決
め
て
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
請
願
項
目
は
次
の
五
つ
で
す
。 

 

①
「
旧
優
生
保
護
法
に
基
づ
く
優
生
手
術
等
を
受
け
た

者
に
対
す
る
一
時
金
の
支
給
等
に
関
す
る
法
律
」
は
、

国
の
謝
罪
を
明
記
し
、
支
給
額
を
見
直
す
な
ど
、
被
害

者
の
人
権
回
復
に
ふ
さ
わ
し
い
法
律
と
し
て
く
だ
さ
い
。 

② 

障
害
年
金
を
安
心
し
て
生
活
で
き
る
水
準
ま
で
引

き
上
げ
る
と
と
も
に
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や
ヘ
ル
パ
ー

制
度
な
ど
希
望
す
る
暮
ら
し
を
支
え
る
制
度
を
拡
充
し

て
く
だ
さ
い
。 

③
「
二
〇
二
一
年
度
の
報
酬
改
定
」
で
は
、
必
要
な
職

員
を
確
保
し
て
充
分
な
支
援
が
で
き
る
よ
う
、
基
本
報

酬
を
引
き
上
げ
て
く
だ
さ
い
。 

④ 

障
害
の
あ
る
人
が
六
十
五
歳
を
超
え
て
も
必
要
と

す
る
支
援
を
自
ら
選
ん
で
利
用
で
き
る
よ
う
、
介
護
保

険
優
先
原
則
を
廃
止
し
て
く
だ
さ
い
。 

⑤ 

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
が
安
定
し
て
運
営
で
き

る
よ
う
、
国
の
責
任
で
実
態
を
調
査
し
、
制
度
を
拡
充

し
て
く
だ
さ
い
。 

  

ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
署
名
用
紙
を
お
送
り
い
た

し
ま
す
の
で
、
み
ん
な
の
家
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

３月７日（土） 
１０：３０～１４：００ 

第一みんなの家 
 
★うどん一杯 400円 

自主製品販売 

ミニバザーもします！ 

 

 

 

 第一みんなの家 地域交流会 

 

 

 

 皆様のお越しを 

お待ちしております 

パート調理員さん募集中！ 
 詳しくは第三みんなの家までご連絡ください 

TEL ０４２‐５６２‐８７７６ 


